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知的障害 

 

＜重度＞ 

 重度の知的障害者は読み書きや計算が不可能で、新しい事態の変化に適応することが困難であり、身

辺処理も部分的にしか可能でない。そのため、就労する上では人的なバックアップ体制の確立が重要で

あり、家族や施設と事業所が協力していくことが重要になる。また、知的な面での遅れがあるため、生

活面も含めた広範囲の指導がある程度必要となる。 

 企業から寄せられた配慮に関する回答では、コミュニケーションヘの配慮（レクリエーション、ミー

ティング、懇親会などへの参加、声かけと対話の促進など）が多い点は他の障害と共通であるが、家族

との連携（たとえば、電話、文書、父母会など主に家族との情報交換）や教育、訓練に関する配慮を上

げたものが他の障害の場合と比べて著しく多くなっている。教育、訓練に関しては、多くが専任者がマ

ンツーマンで行うという形態をとっており、作業の方法や手順を反復指導することを配慮内容として上

げている企業も多い。また、直接的な業務の内容の他に、あいさつ等の社会的なスキルを指導したり、

金銭感覚を身につけさせるために、買物に行かせている事業所もある。その他、作業が良く出来たとき

には評価し、きちんとほめるといった、動機付けに対する配慮を上げたものもあった。作業環境に関す

る配慮としては、危険防止に関する配慮（機器類に緊急停止ボタン等を設置）と、作業の単純化、簡易

化（自動化・機械化による工程の単純化等）や作業手順の明確化（原材料や置き場所の色による判別な

ど）への配慮が多い。 

 

＜重度以外＞ 

 知的障害者で重度以外（中度、軽度）のものは身辺整理や意志交換が可能で、読み書きや部分的な計

算は可能であるが、言語が幼稚であったり、抽象的思考や類推のような高度な知的作業が困難である。

しかし、言葉によるコミュニケーションが可能なため、本人との直接的な話し合いがある程度可能にな

る。従って、専任のキーパーソンが、安全衛生や仕事上の悩み、人間関係の面で相談にのることが職場

適応上重要になる。 

 企業から寄せられた配慮内容を見ても、相談員やカウンセラー等の専任のキーパーソンを配置するこ

とを上げたものが家族との情報交換やレクリエーション等への参加に次いで多かった。 

 教育・訓練に関しては、重度の知的障害者の場合と同様にマンツーマンでの指導が主であり、読み書

きや計算、買い物といった日常生活面でも必要なスキルを指導している企業も少数ではあるがあった。 

 作業環境に関する配慮としては、ほぼ重度と共通するが、不良品の出やすい工程の回避、数量計算が

苦手なためパートの助手が補佐する、紙に書き伝達し細かく説明するといった配慮などもみられる。 
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